
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

□県民協働による事業改善

要求からの主な変更点

 概算事業費（B（A）+C） 306,561 363,976 746,685 0

2,477 2,477 0

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円）

指摘事項等への対応

□監査

□決算特別委員会

（指摘事項等）

予
算
額

前年度繰越

合計（A) 361,499 744,208

概　算
人件費

0.30 0.30

当初予算 330,542 137,268 744,208

39,000 337,000

補正予算

554,890

県営体育施設指定管理料

26年度 27年度 28要求

目標 成果 達成状況

H27末
（見込）

H28

0

Aの
財源

273,055 302,405

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容

県営体育施設管理費 直接
長野・上田野球場スコアボードランプリース料
伊那野球場大規模改修工事

51,392 285,758

白馬ジャンプ競技場改修事業費 直接
第72回冬季国体開催に向けた改修
国際競技規則に適合するための改修

45,908 404,008

長野・上田野球場指定管理料 550 13,286

（要求）

県が関与
する理由

野球場（長野・伊那・上田）及び白馬ジャンプ競技場の管理運営を指定管理者制度により実施し、各施設を効率的かつ適正に管理す
ることを目指す。
各施設の維持管理を適切に行いつつ、施設の老朽化に伴う改修や競技規則に沿った改修を適時実施し、施設機能の維持・向上及び
利用者の安全かつ快適な利用を図る。

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

長野県都市公園条例、長野県営運動場条例、長野県白馬ジャンプ競技場条例

３　スポーツの振興 実施期間 S41 ～

県民との協働による実施： 検討中

1-4 人生を楽しむことができる多様な働き方・暮らし方の創造

施策展開

人口定着・
確かな暮
らし実現総
合戦略

信州創生の基本方針

sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
７-３ 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

○白馬ジャンプ競技場のラージヒルジャンプ台は本州で唯一の施設であり、国際大会や全国大会の開催、県内選手の練習等に活用さ
れている。また、ナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設に指定されるなど、国内トップ選手のトレーニング拠点として積極
的な活用が求められている。
○いずれの施設も建設から20年近く経過し、老朽化が進行していることから、改修が必要な箇所が増加している。
○各施設とも平成18年度から指定管理者制度を導入したことにより、周辺施設と一体的な管理が行われるなど効率化が図られている。

事業番号 15 09 16 事業改善シート （28年度実施事業分）　　■当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 県営体育施設管理運営事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

課・局・室 スポーツ課

総合５か
年計画

プロジェクト  E-mail

（対応）

28予算案

4箇所 4箇所

H29
目標

4箇所

4-(2) 信州に根付くつながりの継承

　(ｳ) 文化・芸術・スポーツ活動等による地域活性化

成果目標の達成状況

条例に基づき、指定管理者による施設管理を行う。
各野球場の市への移管について、当該市との協議を丁寧に進めていく。

137,268 744,208 0

（予算案）

直接 全日本スキー連盟公認手数料、国際スキー連盟公認手数料

合計

H27 H28

白馬ジャンプ競技場指定管理料

20 73

指定
管理

委託 国際スキー連盟公認申請委託料
白馬ジャンプ競技場運営事業費

項目 H26末

0.30

2,477

304,084

管理施設数
224,348

281,835 20,094 148,996 0

224,231

指定
管理

白馬ジャンプ競技場指定管理料 39,398 41,083

（当初）

258,212

mailto:sports-ka@pref.nagano.lg.jp

